
定期報告書（様式第９）改正案 

特定－第６表 ベンチマーク指標の状況（該当する事業者のみ記入） 

区分 
 

対象となる
事業の名称 
(セクター) 

対象事業の 
エネルギー 
使用量 

（原油換算 kl） 

ベンチマーク指標の状況（単位） ベンチマ
ーク指標
の見込み 

達
成
率 

目標年度
における
目標値 
（単位） 

年度 年度 年度 年度 年度 

           

           

           

 

備考 １ 「区分」の欄には、工場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断の基準(平成

21 年３月 31 日経済産業省告示第 66号)（以下「判断基準」という。）の別表第５に規定する区分

のいずれかを記入すること。 

   ２ 「ベンチマーク指標の見込み」の欄には、昨年度以前で直近に提出した中長期計画書に記載した、

当該ベンチマーク指標の見込みを記載すること。 

   ３ 「達成率」の欄には、以下の計算式で計算される値を記入すること。 

 達成率＝（①－②）/（①－③） 

ただし、①は本報告の報告対象年度の前年度のベンチマーク指標の値、②は本報告の報告対象年

度のベンチマーク指標の値、③は昨年度以前で直近に提出した中長期計画書に記載した、本報告

の報告対象年度のベンチマーク指標の見込みとする。 

 

参考資料３ 



定期報告書（様式第９）改正案 

特定－第７表  

１－１ 判断基準のベンチマーク指標の算出に当たり、根拠となる情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考１ 判断基準のベンチマーク指標の算出に当たり補正係数を用いる場合には、補正前のベンチマーク指

標、補正の根拠となる値及び補正算定式を記入すること。 

２ 洋紙製造業（４Ａ）のベンチマーク指標報告事業者は、当該事業における再生可能エネルギーの使

用率及びその種類を記入し、再生可能エネルギー使用率が 72％未満の者は、当該使用率に応じたベ

ンチマーク目標値及びその算定式を記入すること。 

３ 貸事務所業（12）のベンチマーク指標報告事業者は、ベンチマーク指標の算出に当たり用いた面積

区分（判断基準の別表第５ 備考６に規定する面積区分をいう。）ごとのエネルギー使用量及び延床

面積を記入すること。また、ベンチマーク指標の算出に当たり特殊なエネルギー使用量及び特殊な

エネルギー使用面積（判断基準の別表第５ 備考７に規定する「特殊なエネルギー使用量」及び「特

殊なエネルギー使用面積」をいう。）を控除した場合には、当該エネルギー使用量及び使用面積を記

入すること。 

 

１－２ 判断基準のベンチマークの状況に関し、参考となる情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 電力供給業のベンチマーク指標の算出に関し、参考となる情報 

発電方式 発電効率 

（％） 

火力発電量に占める発電量比率 

（％） 

石炭による火力発電   

可燃性天然ガス及び

都市ガスによる 
火力発電 

  

石油その他の燃料に

よる火力発電 
  

備考 電力供給業のベンチマーク指標の算出に関して用いた発電方式ごとの「発電効率」と「火力発電量に

占める発電量比率」を記入すること。 
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設備の名称  

燃料種ごとの基本情報 

（①燃料種名、②年間使用量、③熱量構成比（％）、④原料原産国

（バイオマスのみ記入）） 

 

設備から得られた電気のエネルギー量（千 kWh）  

設備から得られた熱のエネルギーのうち熱として活用された量

（GJ） 

 

設備に投入したエネルギー量（GJ）  

 設備に投入した副生物のエネルギー量（GJ）  

 設備に投入したバイオマスのエネルギー量（GJ）  
備考 電力供給業のベンチマーク指標の算出に関して用いた発電設備のうち、副生物を投入した発電設備に

ついては投入した副生物のエネルギー量等、熱電併給型動力発生装置については熱として活用した量

等を記入すること。 
 

３ 電力供給業のベンチマーク指標の向上に関して共同で実施した措置に関し、参考となる情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


